
1 

 

令和 7 年 6 月 3 日 

 

学校法人 ぜんりょう学園 

専門学校 北九州自動車大学校 

校長 小 山  繁 

 

「自己評価及び学校関係者評価結果 令和６年度版」 報告 

 

学校法人 ぜんりょう学園 専門学校 北九州自動車大学校は、令和 6 年度における自己点検・自己評価を実

施したのち、学校関係者評価委員会を令和 7 年 6 月 2 日（月）に開催し、各評価項目についてまとめた結果を

学校教育法、同法施行規則並びに専修学校設置基準おける学校評価に関する規程に基づき「自己評価及び学校

関係者評価結果 令和 6 年度版」として、ここに公開いたします。 

学校関係者評価委員会のご意見を真摯に受け止め、本校の教育と運営についてさらなる向上を目指し、教職

員一同、努力して参ります。今後とも一層のご支援、ご協力を賜りますようどうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

学校関係者評価委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 所 属 先 

清水  勝彦 一般社団法人福岡県自動車整備振興会 北九州事務所 

金丸  孝弘 株式会社ジャパン三陽 名古屋営業所 

成重   哲 株式会社スズキ自販福岡 本社 サービス本部 

中本  佳博 ネッツトヨタ北九州株式会社 サービス部 

穐枝  浩志 本校同窓会副会長 
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（１）教育理念・目標・人材育成像 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

1-1 学校の理念・目

的・育成人材像は定

められているか 

 

理念は学園創立者の建学の精神「自主独立と新開

拓者精神（ノヴァフロンティア）」として示され、

この精神に沿って、教育目標・育成人材像は、自

動車整備に関する学術理論実施技術を指導・教育

し、人類社会の福祉に貢献する有能な技術者を育

成することと明確に学則に定め、学生便覧等で教

職員及び学生に周知徹底している。また、各学科

における具体的な学修成果や学生が身に付ける

べき資質・能力について、ディプロマポリシーを

定め、本校ホームページに公表している。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

1-2 学校における職

業教育の特色は何か 

実践的な自動車整備士を育成するため、実務経験

豊富な多くの教員を配し、また、企業と連携した

実習・演習を実施している。さらに、広い視野を

持った自動車整備士を育成するため、ビジネスマ

ナーやコミュニケーション能力を高めるソーシ

ャルスキルの向上に努めるとともに、福祉車輛取

扱士などの資格取得をすることで、多様な車輛の

必要性を理解させている。 

 

 

４ 

現在の取組を継続する。  
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1－3 社会のニーズ等

を踏まえた学校の将

来構想を抱いている

か 

社会のニーズに対応するため、企業の協力を得な

がら、学内での新型車技術講習会等を毎年実施し

ている。また、毎年度開講した全科目のシラバス

を公開している。 

入学者数減少に伴う長期的な将来構想について

は、全職員でオープンキャンパスやガイダンスに

取り組み、主体的かつ計画的に募集活動を展開し

た。 

令和 7 年 4 月より、二級自動車整備士（総合）養

成の新教育課程がスタートした。このことに対応

して、教育内容（カリキュラムとシラバス）やそ

れに則した施設・設備は準備出来ている。 

４ 

今後は養成種目が二級自動車整備

士（総合）となるため、大型車や二

輪車も含めた幅の広い教育内容に

変化していく。本校では二輪自動車

整備士コースで蓄積した教材、教育

内容を新課程で展開していく予定

である。 

※二級自動車整備士（総合）に移行

した為、二輪自動車整備士コースは

令和 6 年度卒業を持って閉課程と

した。 

 

1-4 学校の理念・目

的・育成人材像・特

色・将来構想などが

学生・保護者等に周

知されているか 

学校の教育目標や育成人材像については学生便

覧に明示し、学生や保護者に周知している。また、

学校の特色や現状での将来構想については、本校

ホームページに公開している。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

1-5 各学科の教育目

標、育成人材像は、学

科等に対応する業界

のニーズに向けて方

向づけられているか 

定期的に自動車関連企業からのニーズをヒアリ

ングし、その結果をシラバスに反映させることに

より、教育目標、育成人材像を改善している。ま

た、企業と連携した実習・演習を実施することに

より、教員及び学生は業界のニーズを深く理解す

ることが出来ている。インターンシップは一級 4

年生だけでなく、1、3 年生は希望者、2 年生は一

部企業で実施されている。これにより成果ある教

４ 

現在の取組を継続する。 スキャンツールの活用が 

一般的になってきているの

で OBD 検査等の教育には

期待しています 
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育活動に発展させたい。 

OBD 検査等については教員が外部講習を受講し、

教育内容へ入れていく予定である。 

就職に関しては、ディーラー、専業整備工場、産

業機械等、より幅広い就職先を準備出来ている。 

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

課題と今後に向けての考え 

・育成人材像を明確化するため、ディプロマポリシーを作成・公開しているが、学生への周知の徹底と社会的評価を踏まえた改善を検討したい。 

・将来構想については、年度ごとの計画が立案遂行され、教職員には内容の周知を行っているが、長期的将来構想についても検討を重ねたい。 

・全科目のシラバスを公開しているが、引き続き業界の意見を聞きながら、OBD検査を始め、社会のニーズをさらに取り入れた授業内容に改善して行きたい。 

・自動車整備士資格制度の変更により、本校でも二級自動車整備士（総合）の新教育課程を令和 7年 4月より開始した。 
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（２） 学 校 運 営 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

2-1 目的等に沿った

運営方針が策定され

ているか 

学校の目的、目標に基づいた学校運営方針は明確

である。毎年度初めに、校長から運営方針や各部

署への業務内容が通達され、また、教務課、学生

課、庶務並びに進路支援センターから目標や職務

分担が作成されている。これらのことは、職員会

議を通じて全教職員に認識されると同時に活動

の基軸となっている。運用についてもスムーズに

展開できている。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

2-2 運営方針に沿っ

た事業計画が策定さ

れているか 

運営方針に沿った事業計画を策定し、実行のため

の予算を作成している。 

 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

2-3 運営組織や意思

決定機能は、規則等

において明確化され

ているか 

本校を含む学園全体の運営組織は健全に機能し

ており、変更がある度に校務分掌一覧を配布して

いる。意思決定機能は、学園では寄附行為により、

また本校では学則等により、明確化されている。 

 

４ 

現在の取組を継続する。 

寄附行為の変更認可が下り、今後は私

立学校法の改正による新寄附行為に

沿って運営を行う。 

 

2-4 人事、給与に関す

る規程は整備されて

いるか 

人事は就業規則により、給与は教職員給与規程、

退職手当は退職金規程等により、整備されてい

る。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  
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2-5 教務・財務等の組

織整備など意識決定

システムは整備され

ているか 

教務課、学生課、庶務、進路支援センター、事務

局等の管轄部署を区分けして整備されており、そ

れぞれの職務責任者が各部署とも連携を取りな

がら意思決定を図っている。財務事項について

は、理事会・評議員会を年に最低２回は開催し、

財務安定化についての議論を行っている。これら

の意思決定は、稟議内容を事務局長・校長・副校

長で協議し、時には理事長を交えて行うなど、シ

ステムは整備されている。学校運営に関する諸問

題や改善策は、定例あるいは臨時の職員会議で迅

速かつ慎重に議論を行い、実行に移している。 

４ 

現在の取組を継続する。 

 

 

2-6 業界や地域社会

等に対するコンプラ

イアンス体制が整備

されているか 

入学当初に学生便覧を配付し、日頃より実習朝礼

や毎週実施されるホームルーム等を通して法令

遵守の重要性を学生に指導している。また、1 年

次「社会教養学」、3 年次「ビジネスマナー」にて

コンプライアンス教育及び IT リテラシー教育を

実施している。SNS 利用上の注意点については、

「インターネット利用に関するガイドライン」資

料を配布し、SNS 利用にあたって著作権侵害、名

誉棄損、プライバシーの侵害等法的に問題となり

得ることに十分注意するよう指導している。新入

生には、入学時に SNS に係わる誓約書を提出さ

せ、留学生には「留学生ハンドブック」を配布し、

留学生として法令で定められた義務等を指導し

ている。 

４ 

現在の取組を継続する。 車の運転に関する注意

喚起を今一度お願いし

たい。 
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2-7 教育活動等に関

する情報公開が適切

になされているか 

ホームページにおいて、学校概要やシラバス、職

業実践専門課程の情報、財務状況等を開示し、積

極的に情報公開を行っている。また日頃の活動内

容についても SNS 等を通じて周知に努めている。 

４ 

現在の取組を継続する。  

2-8 情報システム化

等による業務の効率

化が図られているか 

成績処理や出席管理は本校独自のシステムを構

築し、迅速かつ正確に行われている。 ４ 

現在の取組を継続する。  

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

 

課題と今後に向けての考え 

・業務効率向上のために ICT 化をさらに推進する。 

・ホームページや SNS を活用し、今後も積極的な情報配信に努めたい。 
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（３） 教 育 活 動 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組 自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

3-1 教育理念等に沿

った教育課程の編

成・実施方針等が策

定されているか 

教育課程の編成については、教育理念を踏まえ国

土交通省の規程に沿って編成されている。また、

実施方針等は実態に即し、校長・副校長・教務課

長で策定し、職員会議に諮られている。さらに、

「教育課程編成に関する規程」を定め、教育課程

編成委員会の意見を反映させている。 

４ 

定期的に見直しを行っており、特に

課題を感じていない。 

 

3-2 教育理念、育成

人材像や業界ニーズ

を踏まえた学科の修

業年限に対応した時

間の確保は明確にさ

れているか 

教育理念、育成人材像や業界ニーズを踏まえたカ

リキュラムを編成し、各学科長・教務課が主体と

なって各科目のシラバスを作成し、その中で学習

時間の確保を明確にしている。学科期末試験前の

休講期間を使用して希望者及び担任から指名さ

れた学生を対象に補習授業を実施した。昨年度と

同様に、定められた時間内では学習到達目標に達

しない学生については、学科再試験前に補習授業

と確認テストを実施した。 

４ 

現在の取組を継続する。  

3-3 学科等のカリキ

ュラムは体系的に編

成されているか 

各学科の目標達成に向けたカリキュラムは、国土

交通省指定の教育科目を踏まえて体系的に編成

されている。昨年度同様に 4 年次は 4 限目終了後

に国家試験対策に充てた。 

 

４ 

1 年生の余裕時間は、今年度も特に

補習授業を入れることはなかった。

これを成績下位者に対して活用す

べきだが、対象学生は、補講授業を

多く残しており、補講を完了に時間

を費やすことが多かった。 
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3-4 キャリア教育・

実践的な職業教育の

視点に立ったカリキ

ュラムや教育方法の

工夫・開発などが実

施されているか 

業界と連携した実習やインターンシップを実施

し、キャリアアップに努めている。教育課程編成

委員会や学校関係者評価委員会での意見につい

ても積極的に導入している。また、職業人として

の能力を身に付けることを教育目標の一つとし、

クラス担任を中心に指導を徹底している。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

3-5 関連分野の企

業・関係施設等や業

界団体との連携によ

り、カリキュラムの

作成・見直し等が行

われているか 

企業及び業界団体から委員を迎えて教育課程編

成委員会議を年 2 回開催している。その中で、カ

リキュラムを検討し、シラバスに反映している。 
４ 

現在の取組を継続する。  

3-6 関連分野におけ

る実践的な職業教育

（産学連携によるイ

ンターンシップ、実

技、実習等）が体系

的に位置づけられて

いるか 

一級 4 年次にインターンシップを実施し、毎日、

レポート提出を義務付けている。また、担当教員

は定期的に学生受入企業を訪問して実施状況の

確認及び調整を行うと共に、学生に対し適宜指導

を実施している。 

 

３ 

今年度は企業様からの実習サポー

トは実施できなかったが、ご協力に

ついて提案を受けている。 

プロからのアドバイスが頂けるこ

とは非常に有効であるため、企業様

と内容を検討し実施したい。 

 

3-7 授業評価の実

施・評価体制はある

か 

学生による授業評価は、前期と後期に年２回実施

している。アンケート結果については、教員間で

回覧し、相互評価することにより、各自の授業改

善に生かしている。 

今年度は、google フォームを使用して実施した。 

４ 

現在の取組を継続する。  
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3-8 職業教育に対す

る外部関係者からの

評価を取り入れてい

るか 

業界による外部評価は、学校関係者評価委員会に

より行われている。 
４ 

現在の取組を継続する。  

3-9 成績評価・単位

認定、進級・卒業判

定の基準は明確にな

っているか 

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は、

学則や教務規程によって明確に定めている。 

卒業の際、学生が身に付けるべき資質・ 能力につ

いても、ディプロマポリシーを定めて判定してい

る。学生には学則及びその他関連規程を掲載した

学生便覧を全員に配布し、各担当部署よりオリエ

ンテーション等で周知徹底している。 

欠席又は遅刻をした場合は、1 週間以内に補講を

完了することと決めているが、進級、卒業前でも

補講が完了していない学生が増えてきた。 

今年度は 1 年生が補講を多く残しており、日程が

かなり押すこととなった。 

 

３ 

補講については、長期休暇期間を利

用した補講や、有料化等の意見もあ

るが、問題点の整理を行っており、

現在検討中である。 

補講未完了の学生への対

策は早く打った方が良い。 

3-10 資格取得等に関

する指導体制、カリ

キュラムの中での体

系的な位置づけはあ

るか 

自動車整備士資格取得に向けたカリキュラムを

編成している。成績が思わしくない学生は、別教

室にて別メニューで学習を実施した。 

就職の際取得しておくと有利な資格については

夏季・春季休暇等を利用し、資格取得のサポート

を行った。 

 

 

３ 

一級自動車整備士に関しては、

90.9%の合格率であったが、二級資

格取得率は 100％を達成できなかっ

た。今年度の反省点を踏まえ国家試

験全種目合格を目標に、全教員で協

力して対応していきたい。 

一級の合格率はとても高

い状態だと思うので、今後

も続けて欲しい。 
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3-11 人材育成目標

の達成に向け授業を

行うことのできる要

件を備えた教員を確

保しているか 

第一種養成施設の指定基準に準拠する必要があ

るため、資格や経験年数及び学歴等を満たした教

員を確保している。また、一級未取得者であって

も、上質な技術、高度専門知識資格を満たしてい

る教員を確保している。 

 

 

４ 

現在の取組を継続する。 

 

 

3-12 関連分野におけ

る業界等との連携に

おいて、優れた教員

（本務･兼務含む）を

確保しているか 

新規採用を行う際、3-11 を満足する教員を関連分

野の業界から紹介いただき、人間性や教育に対す

る意欲などを面接で確認することで、若くて優れ

た教員を確保している。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

3-13 関連分野におけ

る先端的な知識・技

能等を習得するため

の研修や教員の指導

力育成などの資質向

上のための取組が行

われているか 

今年度は、JAMCA による教職員夏季研修会は参

加したが、新技術講習には参加できていない。案

内も少なかった。 

３ 

次年度も研修や技術コンクールに

は積極的に参加していきたい。 

 

3-14 職員の能力開発

のための研修等が行

われているか 

外部講師を招き、事務職員に対して学生募集に関

する戦略について、定期的に指導をお願いしてい

る。留学生や日本学生支援機構奨学金に関する研

修会には、教員とともに必ず参加している。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 



12 

 

 

課題と今後に向けての考え 

・ 教員自身の一級自動車整備士の取得率が 100％となるよう教員の意識改革を図って行く。 

・ 今後も教職員に関する研修は積極的に参加させたい。 

・ 企業側からの講師派遣実習は、学生・教員双方に良い影響がある、充実した教育活動の推進を図ると共に、その他の年次にも入って頂ける形としたい。 

・ 資格取得に関しては、必要性、有意性をしっかりと学生に伝え、自分から取得したいと思えるよう全教員で意識向上に努める。 
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（４） 教 育 成 果  

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組 自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

4-1 就職率の向上が

図られているか 

 

就職率は毎年 100％である。就職斡旋は、学校に

求職希望を提示した学生を対象に行っている。求

人件数も優に 200 社を超えており、自動車整備士

に対する企業側の求人ニーズは、依然として大き

いものが感じられた。就職活動時期が早いため、

入学して早い段階での工場見学を実施し、更に夏

季休暇中に企業説明会に参加するよう指導して

いる。企業講習も数社実施しており、就職に対す

る意識付けを行っている。最終的な面接指導や書

類作成に関する指導は、クラス担任をメインに全

教員できめ細かく行い､就職率の向上を図ってい

る。 

また、今年度も学内企業説明会を実施し最終的

な企業選びの機会を設けている。 

 

４ 

業界全体が人材不足なため、就職率

については今のところ問題はない。

だが、早期離職を抑制するためでき

るだけ学内で社会人としての心構

えや、働く意味、意義などをより一

層指導していきたい。卒業後につい

ては、企業より卒業生の情報を連絡

していただくことも増えてきたの

で、緊密に連携を取り早期離職を防

いでいきたい。 

内定者研修について、終了後に学

内での振り返りを行うようにする。 

自分がどのように働くの

か、どのように生活してい

くかをイメージできる情

報収集を学生にしてもら

うことも早期離職防止に

は重要だと思う。 

4-2 資格取得率の向

上が図られているか 

自動車整備士の資格取得については 100%合格を

目指して、11 月から 3 月まで放課後、受験予定者

全員に対して全教員で「居残り対策」を実施し、

資格取得率の向上を図っている。 

この結果、令和 5 年度の一級自動車整備士の合格

率は 90.9％であり、二級自動車整備士の合格率は

ガソリン：89.5％、ジーゼル：79.4％であった 

３ 

今後も一級及び二級自動車整備士

資格については全員合格を目標に、

受験対策の改善に努めたい。さら

に、授業中においても資格取得を意

識した指導及び対策を検討したい。 

引き続き全員合格への取

組をお願いしたい。 
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4-3 退学率の低減が

図られているか 

退学の理由の多くは、遅刻・欠席しがちになり学

業不振に陥り退学している。従って、遅刻・欠席

する場合はクラス担任に理由を報告することを

義務付け、欠席しないよう促している。また、欠

席した場合の補講についても、早期かつ計画的に

実施するよう指導している。成績不振の学生につ

いては、定期的にクラス担任と学科長が学生と面

談し、場合により保護者も含めて面談を行い、学

習に対する意識向上や生活習慣の改善をアドバ

イスしている。経済的な理由や進路のミスマッチ

による退学もあるが、学校として、組織的､計画的

に退学者の減少に努めている。 

また、成績不振の学生を対象とした期末試験前の

勉強会を実施している。このような取り組みの結

果、今年度の退学率は昨年度の 7.23％から 2.54％

へと減少した。 

 

４ 

今年度は退学率が減少したが、これ

に満足せず、引き続き改善に取り組

んでいきたい。そのために、学生と

教員間の信頼関係をさらに構築し

て行くこと、また学生間での友人関

係の悩みやトラブルなどを早期に

察知する仕組みの構築などの検討

を引き続き行い、退学率のゼロを目

指したい。 

学生に車に興味を持ってもらう

ためのきっかけとしてコロナの影

響のため中断していた有志による

カート走行会なども再開できたの

で継続していきたい。 

退学率が非常に低い水準

に抑えられており、素晴ら

しいと思う。 

 

 

 

 

 

 

とても良い取組だと思う。 

4-4 卒業生・在校生

の社会的な活躍及び

評価を把握している

か 

卒業生全員の活躍や評価を把握するのは難しい

が､企業との情報交換によりそれらを把握するよ

う努めている。今年度は一部企業より、卒業生が

技術コンクールへ出場する旨の連絡があり、卒業

生の成長した姿を見ることができた。 

企業様には卒業生の活躍状況の情報共有をさせ

ていただきたい旨はお伝えしている。 

 

３ 

卒業生の活躍を把握するためには、

企業との連携を密にする機会を多

くする必要がある。さらに、卒業生

には自ら活躍ぶりを本校に報告す

るようお願いする。同時に同窓会の

協力もお願いしていく。 
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4-5 卒業後のキャリ

ア形成への効果を把

握し、学校の教育活

動の改善に活用され

ているか 

企業に対して卒業生の活躍状況や評価等につい

て情報交換を行い、仕事の内容やどのような能力

を身につけておくべきかという具体例を社会教

養学の中で学生へフィードバックしている。 

学内企業説明会の際に卒業生が同行し、仕事内容

や整備士としてのやりがいについて直接学生へ

説明をしていただくことも多くなっている。 

４ 

企業様には多くの卒業生が直接本

校学生へお話出来る機会を設けて

いただけるようお願いしている。 

 

・ 自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

課題と今後に向けての考え 

・ 就職率は 100%を維持しているがその後の離職率は増加傾向である。離職原因について企業様と協力して調査し、離職率増加に歯止めをかけたい。 

・ 自動車整備士合格率は一級筆記は 90.2%と昨年度よりやや上昇し、二級ガソリンは 89.5%、二級ジーゼルは 79.4%であった。 

・ 次年度は全ての試験で 100％合格が出来るよう一層の改善が必要である。 

・ 退学率低減については、ここ数年の大きな課題である。今年度の退学率は 2.54％で、昨年度と比較して退学率が 4.69％減少した。退学理由は、遅刻・

欠席による勉学意欲の減退と経済的事由が目立っている。今後は、退学率 0％を目指して、自動車整備の社会的意義や楽しさを伝えながらも、躾と教育

の両立を検討し、魅力ある人材の育成に努めることが課題である。 

 

・ 参考資料：令和 6年度における退学率、自動車整備士合格率並びに就職率 

・ 1）退学率     2.54％（2023年度 7.23%） 

・ 2）自動車整備士合格率 

・ 一級筆記   90.9%（令和 5年度 88.2%） 2年次修了時に二級ガソリン並びに二級ジーゼル取得済 

・ 二級ガソリン 89.5%（令和 5年度 96.5%） 

・ 二級ジーゼル 79.4%（令和 5年度 81.4%） 

・ 3）就職率 

・ 就職希望者に対して 100%（令和 5年度 100%） 

・  
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（５） 学 生 支 援 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

5-1 進路・就職に関

する支援体制は整備

されているか 

「進路支援センター」にて､職業指導の基本方針、

対策、情報収集、履歴書指導を行い、就職支援を

行っている。就職の為の企業資料は、学生全員が

専用のクラウドを使って自由に閲覧出来るよう

にしており、就職活動の指針としている。また、

クラスによって指導内容に差が生じないよう教

員を対象とした指導を行い、全教員が面接指導や

書類作成に関してきめ細かく指導を行うよう支

援体制を整えている。 

企業説明会は、各企業が魅力をアピールできる態

勢を作り、就職活動支援に努めている。 

早期離職者減少のために、企業とのミスマッチを

できるだけなくすように企業研究をしっかり行

うよう指導している。 

 

 

４ 

現在の取組を継続する。  

5-2 学生相談に関す

る体制は整備されて

いるか 

学生からの相談は､クラス担任だけでなく全教員

で対応するようにしており、教員間の情報共有を

密にしている。 

セクハラに関する相談は、窓口を女性教職員が担

当する体制を整えている。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  
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5-3 学生に対する経

済的な支援体制は整

備されているか 

入学金の減免、授業料の減免、日本学生支援機構

等の奨学金制度、企業奨学金制度など学生の経済

的側面に対する支援が全体的に整備され､有効に

機能している。また、高等教育の修学支援制度に

係る給付型奨学金（授業料等減免策を含む）も導

入し、経済的な理由による退学者の減少に努めて

いる。また、貸与型奨学金の適正額（借りすぎ等）

について、一人ひとりに寄り添い学生にとって最

も良い金額に設定するように指導している。 

奨学金担当者及び担任が随時適切に相談と指導

を行うことにより手厚い支援体制が取られてい

る。 

 

４ 

現在の取組を継続するが、一人ひと

りの経済的背景の変化にも気を配

り相談しやすい環境づくりに加え、

具体的なアドバイスができる体制

を構築していく。 

 

5-4 学生の健康管理

を担う組織体制はあ

るか 

毎年、健康診断を行い、学生の健康管理は適切に

実施されている。再検査が必要な学生に対しては

再診することを指導し、結果の提出をお願いして

いる。 

４ 

現在の取組を継続する。  

5-5 課外活動に対す

る支援体制は整備さ

れているか 

課外活動は、授業時間数が多い中では十分に活動

できているとは言えない。学校として場所と予算

を提供する支援体制は整えている。 

現在はダーツやサバイバルゲーム同好会の活動

やカート大会の実施などの課外活動も行われて

いる。同好会顧問の支援体制は強化をしている。 

 

 

３ 

学生が自主的に課外活動を提案し

てきた場合は積極的に支援してい

きたい。 
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5-6 学生の生活環境

への支援は行われて

いるか 

生活環境改善の一環として、遠隔地出身者につい

て指定民間宿舎を優先的に紹介し利用させてお

り、支援は行われているが、近年一般のアパート

での一人暮らしが増加しており、規則正しい生活

が送れるよう担任を中心に支援・指導を適宜行っ

ている。 

４ 

現在の取組を継続する。  

5-7 保護者と適切に

連携しているか 

定期試験結果を保護者に郵送し、保護者からも学

生の生活環境の改善指導をお願いしている。必要

に応じて「電話連絡」により学生の状況を保護者

に報告するなど､保護者と学校が情報共有するこ

とに努めている。また、登校管理システムを保護

者との連携や学生指導に有効利用している。 

４ 

現在の取組を継続し、退学者の低減

に繋げたい。 

 

5-8 卒業生への支援

体制はあるか 

卒業後、離職した卒業生に対する就職支援を準備

しており、利用者は増加する傾向にある。同窓会

事務局を職員室内に設置し、校内にて定期的に同

窓会役員会を実施し、総会の案内事務も行ってい

る。また､卒業後の状況については、就職先企業の

人事担当者や先輩 OB からの情報共有及び卒業生

本人からの直接相談等に応じるなど、フォローに

努めている。さらに、卒業生への活動報告や連絡

事項については、同窓会専用のホームページを開

設し、本校ホームページと併せて情報を発信して

いる。卒業後、自動車整備士の国家試験を不合格

となった場合、希望者に対して学内で受験勉強を

指導している。 

４ 

現在の取組を継続する。  
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5-9 社会のニーズを

踏まえた教育環境が

整備されているか 

「進路支援センター」を中心に企業ニーズの聞き

取りを行い、それをカリキュラムに反映させてい

る。また、職業実践専門課程として企業に授業を

実施していただき、企業ニーズを直接学生に伝え

る企業講習も増やしていけるよう取り組んでい

る。また、集められた企業ニーズをいかに授業に

取り込んでいくかの工夫を行っている。 

４ 

現在の取組を継続する。  

5-10 高校・高等専修

学校との連携による

キャリア教育・職業

教育の取組が行われ

ているか 

高校に出向いて、自動車整備士の仕事や整備士業

界の動向を紹介するとともに、自動車整備の模擬

授業も展開している。また、高校訪問を行い、高

校側が望む内容で職業教育を実施できるよう取

り組んでいる。 

４ 

現在の取組を継続する。  

・ 自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

課題と今後に向けての考え 

・ 課外活動は、カート大会、釣り大会、サバイバルゲーム同好会、ダーツ同好会による活動が実施されるようになり、定期的な活動があるため学生間交流

を深める場を作れている。しかし活動回数が増えるにつれて教員の負担も増えている。今後は、学生が中心となって取り組める活動、およびその環境整

備を行いたい。 

・ 社会のニーズを踏まえた教育環境を整備するため、企業が気軽にニーズを発することができる体制作りを継続検討する。また、集められた企業ニーズを

いかに授業に取り込んで行くかの工夫をさらに積極的に検討する。 

・ 学生生活における、学生からの相談は多岐にわたるため、より親身になってフォローできる様にきめ細かく行っていきたい。 
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（６） 教 育 環 境 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

6-1 施設・設備は教

育上の必要性に十分

対応できるよう整備

されているか 

全教室の大型モニター設置、全教員への端末配給

をしたことで ICT 機器を日常的に活用する環境

を構築した。これを活用し部品の動きや構造の理

解を深めることができた。 

3 年生の学生数が多くなるため、実習場の使用方

法について見直しを行った。実技試験は実習場を

全て使用し、多くの担当教員で試験監督を行うこ

とで、レベルの高い試験を実施出来た。 

４ 

現時点では新制度移行により必要

となる教材は無いが、より良い学習

環境の向上の為に、最新のスキャン

ツール導入、全実習場のモニター設

置、一級棟への空調機器設置を予定

している。 

令和７年度より、デジタル教材を導

入予定。 

機器、機材等があれば同窓

会に相談いただきたい。 

スキャンツール導入にあ

たり、エーミング等の研修

につなげてもらいたい。 

6-2 学外実習・イン

ターンシップ、海外

研修について十分な

教育体制を整備して

いるか 

一級課程のインターンシップは、一種養成施設指

定基準として明確に定められており、3-6 で述べ

たような教育体制を十分に整備し、確実な学習成

果を上げている。一級課程のインターンシップに

ついては、基本的に各学生の就職内定先へ受入を

依頼している。 

３ 

遠方のインターンシップ先には、事

前の打ち合わせ及びインターンシ

ップ中の企業様との面談はリモー

トにて対応したい。 

企業側のリモートへの理

解は高まっているので積

極的に活用しても良いと

思う。 

6-3 防災に対する体

制は整備されている

か 

災害時の連絡体制については、緊急連絡放送や避

難経路・避難場所を各教室に掲示して学生にも周

知している。また、消防署と連携し学園全体で防

災訓練を毎年実施している。 

令和 6 年度に「危機管理マニュアル」を作成し、

全教職員に防災体制を周知している。 

４ 

現在の取組を継続する。  

・ 自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 
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課題と今後に向けての考え 

・ 3、4年次の実習は、高度教育・即戦力育成の観点からも、一教材に対し少人数（1～3人）での実習とし、ローテーション制を導入した。 

・ 自動車整備士育成における教材は、資格試験の関係からも、自動車整備振興会発刊の紙ベースの指定教本に依存しており、市場におけるデジタル教材も

数少ない。本校においても、前述の教本を中心に教育を実施しているが、時代の変化、すなわち、自動車の高度化・多様化、学生側の変化とともに、教

育の効果が期待できなくなっている現状がある。その為、自動車を学ぶ側の変化と自動車技術の進展に伴った、「デジタル教材」を令和７年度より導入

する予定である。 

・ 防災に対する体制は、消防署立会いのもと学園全体で実施しているが、学園全体における災害発生時の具体的な行動基準を定めた危機管理マニュアルを

作成し、全教職員に防災体制を周知した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

 

（７）学生の受入れ募集 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

7-1 学生募集活

動は、適正に行

われているか 

募集戦略室が中心となり、募集計画素案を協議し、職

員会議での報告により方向性の共有や計画実施を進

めている。また、募集活動全般を効率的に実行するた

め従来から存在している各制度の改善を図るなど環

境の変化に適応しながら状況を分析し、学生募集活動

は適正に行っている。本校ではオープンキャンパス

（OC）に参加した高校生が受験するケースが多いの

で、OC において本校の魅力や自動車整備士の社会的

意義などを伝えられるように工夫している。今年度も

パンフレットのコンセプトと合致するようにホーム

ページのリニューアルを行い、引き続き動画配信も含

めて本校の情報をわかりやすく閲覧者に伝えられる

ようにした。学校訪問を増やしたことにより、本校へ

の信頼度の向上を図れたと感じている。 

４ 

現在の取組を継続する。  

7-2 学生募集活

動において、教

育成果は正確に

伝えられている

か 

教育成果である資格取得状況や就職状況は、志願者が

専門学校を選択する上で大変重要な判断材料である

ため、教職員が志願者や各高等学校でガイダンスを実

施する際に正確に伝えている。また、このことは、ホ

ームページでも情報を公開している。さらに、教員に

よるガイダンス実施は、全ての教員が実施できるよう

養成を行っている。 

 

４ 

現在の取組を継続する。  
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7-3 学納金は妥

当なものとなっ

ているか 

高騰している諸経費や安全・環境性能が著しく進展し

ている自動車技術に対応する教育環境を整えるなど、

諸経費の増加により経費は増加の一方である。需要物

品経費のさらなる節減を行っている。 

現状の学納金は維持しており、学納金は妥当なものと

なっている。 

４ 

カリキュラム変更や、それに伴う教

材の補充、物価等の状況を踏まえた

学納金の見直しに関しては、経費削

減を最優先した上で検討したい。 

 

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

課題と今後に向けての考え 

・ 福岡県専修学校各種学校協会や高等学校進路指導研究会による取り決め事項等を遵守した上で、志願者が適切な進路選択が行えるよう、パンフレットや

進路情報企画への掲載、ホームページでの情報公開、オープンキャンパスの開催と内容の工夫、高校ガイダンスへの教職員派遣などにより、さらに広く

情報提供を行っていく必要がある。 

・ 自動車は国の基幹産業であり、その安全と安心を確保するためには自動車整備士の存在は不可欠であるが、近年慢性的に整備士は不足している。整備士

が今後社会から必要とされる職業であることをアピールするとともに、先進技術に対応するメカニックの重要性を強くアピールし、積極的な募集活動を

行っていきたい。 

・ 教員によるガイダンス実施は、在籍する全ての教員が対応できるようにしたい。 

・ 本校への信頼を獲得することを第一に高校訪問を行い、担当の先生方の信頼を得る。その上で生徒を送り出してもらえるよう継続的な信頼関係を構築

し、高いレベルでの安定的な受験者数を得たい。 

・ オープンキャンパス参加者の受験進展率の向上を目指す。 
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（８） 財 務 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

8-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定し

ているといえるか 

一切の負債を抱えておらず、財務基盤については

現状では安定しているといえる。しかしながら、

学生からの学納金で学校運営経費が充分に賄わ

れていない。運営経費の中で大きな割合を占める

項目は人件費である。財政基盤を安定化させる手

段は、人件費削減と入学者数の増加を図ることで

ある。しかし、現状では適正な人員で各種業務が

実行されており、人件費削減は困難である。従っ

て、入学者数を増加させることにより、収入を増

加する必要がある。今後も学生募集活動を続け、

定員を確保できるよう努めていく。管理的経費に

ついては、物価高騰により品物や電気代など、か

なりの支出が増えている、今後も入札制度の導

入・契約内容の見直し等を行い経費節減に取り組

んでいる。 

退学者について、日々の学生の出席状態を把握

し、問題がある場合は早期に保護者への連絡を取

り対応を図ったことにより、令和 6年度の退学者

は 2％台まで減少した。 

３ 

全体的に学生数が近年増加してき

ているが、定員は満たしていない。

また、退学者の人数は年々減って来

てはいるが 0 ではない。今後も、過

去の退学者のデータを参考に、退学

率減少の為の対応を図る。 

学生募集に関しては、現在の募集内

容に付け加え、今後の時代に合った

内容を取り入れて活動をする。 

管理的経費としては、現在の支出内

容をさらに精査し経費節減に努め

る。 

 

8-2 予算・収支計画

は有効かつ妥当なも

のとなっているか 

毎年度 3 月までには次年度予算を立て、収支計画

を作成している。 

現状での収支計画は妥当なものとなっている。 

３ 

令和７年度も引き続き、財政安定化の

ため、在学者数の増加を目指し、学生

募集と退学率低減に全力を注ぎたい 
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8-3 財務について会

計監査が適正に行わ

れているか 

 

顧問税理士の指導の下、定例の会計監査を適正に

実施している。監査で指摘を受けた際には直ちに

改善を行っている。 
４ 

現在の取組を今後も継続する。  

8-4 財務情報公開の

体制整備はできてい

るか 

毎年度の決算については、資金収支計算書、事業

活動収支計算書、貸借対照表、財産目録等をホー

ムページに公開している。 

 

４ 

現在の取組を今後も継続する。  

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

 

課題と今後に向けての考え 

・財政基盤の安定化に向け、現在の募集活動を継続し、入学者の確保に努める。また、退学者の更なる低減にも努めていきたい。 
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（９）法令等の遵守 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

9-1 法令、専修学校

設置基準等の遵守と

適正な運営がなされ

ているか 

法令や設置基準、監督官庁の許認可などの届出等

は適正になされ、それらについては遵守と適正な

運営を行っている。 
４ 

法令遵守の取組は信頼の基盤であ

るので、法人事務局や教育現場にお

いても現在の取組を今後も継続す

る。 

 

9-2 個人情報に関

し、その保護のため

の対策がとられてい

るか 

個人データの電子記録の取り扱い、紙面による情

報の漏えい防止等学校が有する個人情報の取得

や利用は、作成したプライバシーポリシーに則り

適正な管理を行っている。 

４ 

現在の取組を今後も継続する。  

9-3 自己評価の実施

と問題点の改善を行

っているか 

学校や各教員を対象に自己点検・評価を実施し、

毎年見直しを行っている。その内容については学

校関係者評価による検証も行っている。抽出され

た問題点は改善し、本校の健全性を保っている。 

４ 

定期的に確認することにより、結果

として自己点検・評価のレベルアッ

プに繋がっているので、今後も継続

し、精度を向上させていきたい。 

 

9-4 自己評価結果を

公開しているか 

ホームページにおいて、自己点検･評価ならびに

学校関係者評価の結果を毎年 7 月に公開してい

る。 

 

４ 

現在の取組を今後も継続する。  

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

 

課題と今後に向けての考え 

・自己点検・評価については毎年見直しを行い、結果として多くの項目の改善に繋がっているので、今後も現在の取組を継続する。 

・学校関係者評価においても継続効果が表れており、良い方向に進んでいるので、今後も現在の取組を継続する。 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

10-1 学校の教育資源

や施設を活用した社

会貢献・地域貢献を

積極的に実施してい

るか 

今年度の学園祭も新型コロナウイルス等の影響

で実施できなかった。 

自動車整備士登録試験の北九州試験会場として

教室を貸し出している。 
４ 

令和７年度は学園祭が計画されて

おり、数年ぶりの開催になる為、以

前と同規模での開催が可能である

かの検討が必要となる。 

学園祭実行員会での協議にてどの

様に開催するのかを検討する。 

久しぶりに学園祭が開催

されるということで、楽し

みにしています。 

10-2 学生のボランテ

ィア活動を奨励、支

援しているか 

年２回の献血活動を行っている。 

４ 

現在の取組を継続する。  

10-3 地域に対する公

開講座・教育訓練（公

共職業訓練等を含

む）の受諾等を積極

的に実施しているか 

提携高校を対象に、高校生を本校に招き、本校施

設を使用した体験授業や電気自動車等の整備業

務に係る特別教育を実施している。また、福岡県

自動車整備振興会の技術講習を北九州分教場と

して受諾し講師派遣の貢献を行っている。 

４ 

現在の取組を継続する。  

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

課題と今後に向けての考え 

・学校の施設貸出等は地域や業界への貢献の一環として、今後も積極的に行っていく。 

・年２回実施している献血活動では、学生に積極的に参加してもらっており、今後も継続していきたい。 
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（１１）国 際 交 流 

 

評 価 項 目 具 体 的 取 組  自己評価 課 題 と 改 善 策 評価委員会の意見 

11-1 留学生の受入

れ・派遣について戦

略を持って行ってい

るか 

今後の留学生受入れ戦略は、学生数確保の手段と

するのではなく、あくまで世界各国で通用する優

秀な自動車整備士の育成に力点を置く。このた

め、2025 年度入学者は 4 名である。なお、本校学

生の海外派遣は当分の間実施しない。 

４ 

現在の取組を継続する。 現在の、人数を限定した取

組は適切だと思う。今後も

継続していただきたい。 

11-2 留学生の受入

れ･派遣・在籍管理等

において適切な体制

が整備されているか 

職員室内に留学生管理室を設置し、留学生の責任

者と担当職員を配置している。この交流室での業

務は、在留資格更新や資格外活動に関して適切な

指導を実施するとともに、毎日留学生が登校して

いることを確認し、欠席した場合は担任がその日

に電話連絡するなど、適切な在籍管理の体制を整

備している。 

４ 

現在の取組を継続する。  

11-3 留学生の学修・

生活指導について学

内に適切な体制が整

備されているか 

1 年次の定期試験には漢字にルビを振っている

が、2 年次は国家資格学習対策としてルビ振りは

していない。 

入学手続きが完了した際、自動車に関する課題を

配布し確認を行っている。 

入学式直前には、学則やルールについて入学前教

育を実施しており、その際に「留学生ハンドブッ

ク」を配布している。生活指導は、担任を始め、

留学生管理室の教職員がその任に当たっている。

下宿先は、本校の指定民間宿舎を斡旋している。 

４ 

令和 6年度は 2名の留学生が入学し

た。教員の留学生に対する学修指導

や生活指導の負担はほとんど生じ

ておらず、次年度以降も現在の取組

を継続する。 
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11-4 学習成果が国

内外で評価される取

組を行っているか 

二級自動車整備士試験について、卒業生 2 名は 2

種目共に合格した。 

また、在学中に日本語能力試験 N2 レベル取得を

留学生全員に義務付けているが、2 名はこれにつ

いても合格した。 

就職指導は、進路支援センターとクラス担任がサ

ポートを行うことで、次年度卒業予定者 2 名の就

職が内定した。 

４ 

現在在籍している留学生は早い時

期から留学生のみを対象とした国

家試験の受験対策指導をさらに強

化し合格を目指したい。 

今年度入学者 4名についても同様な

成長を期待したい。 

 

自己評価点数  ４：適切、 ３：ほぼ適切、 ２：やや不適切、 １：不適切 

 

課題と今後に向けての考え 

・令和 6 年度は、2 名の留学生が入学し、順調な学校生活を送っている。今後は、教育体制や在籍管理をさらに強化し、今年度と同様な成果を上げたい。 

・留学生の最大の課題は、漢字の読み書きである。このことについては、時間をかけて習得させるほかないものと考えている。 

・二級自動車整備士の国家資格合格と、日本語能力試験 N2合格に向けて更なる受験対策を検討する。 

・1 年生 2 名が就職内定をいただくことができた。今後も就職率 100％を目指して指導に力を入れていく。 


